
「元代国家与社会国際学術研討会」参加記(速 報)

櫻井智美 ・渡辺健哉

はじめに

2012年8月24日 ～28日 、 中国元史研究会 ・南開大学歴 史学院 ・張北 県人 民政府 が

主催す る 「元代 国家与社会 国際学術研 討会」が開催 され た。本 会議 には、国内外 の元史

研究者約130人 が参加 ・報告 し、 日本 か らは筆者 たちのほか、四 日市康博氏 、向正樹

氏 の計4名 が参加 した。本会議 は、近年 、年 に一度 開催 され てい る中国元史研 究会主催

の学会 の一一環 であ り、天津で 開催 され るのは2006年 以来で あった。昨年末 に出 され た

第一次通知 の時点 では、天津 の南 開大学が事務局 とな り、天津 で8月24日 ～26日 にか

けて開催 され る予 定であった。 しか し、4月 付の第二次通知 の時点で、エ クスカー シ ョ

ンの場所が元 のチ ャガンノール行 宮 ・杭赦楼 ・元中都遺跡 な どで あ り、学術報告 の後 半

が、元 中都 遺跡 のある河北省張家 口市張北県 において26日 に開催 され る ことを知 らさ

れ た。最終 の招聰状(イ ン ビテー シ ョン)で も、エ クスカー シ ョンや学術報告 日程 が多

少 変更 され、24日 に天津で受付、28日 に張北 で解散 とな るこ とが通知 され た。本会議

の概 要について、金石資料 をテーマ とした報 告 を中心に、25日 までを櫻井 が、26日 以

降を渡辺 がま とめる。

学会 とエクス カー シ ョン

8月24日

分科会及 び宿 泊 ・食 事 の会場 となる、天 津市匪高花 園酒店(匪 高ガーデ ンホテル)で

終 日受付 が行 われ た。筆者(櫻 井)は 、城際快速(新 幹線 和譜号)に て北京 よ り天津入

りし、タクシーで会場へ移動 、16:00受 付 ・チ ェックイ ン した。受付で、総900頁 近 く

ある上 下冊 の学会 資料、主催者 か らのおみや げであ る天津泥 人張(180年 以上 の歴 史を

持っ天津 の伝統 的な泥人形)の 額入 り京劇 面、その他献本 な どが配布 された。

18:00よ り夕食 と資料 にあった ため フロン トに降 りてい くと、18:30か らに変 更 にな

った とのこ とで、久 しぶ りの対面 となった参加者た ちがあち らこち らで旧交 を温 めてい

るのが見 られ た。 併せて 、翌 日以 降の発表 に備 え、 コメンテー ター と打 ち合わせ た り、

論著 を贈 りあった りした。夕食 はか しこまった もので はなかったが、あち こちで再会 を

喜ぶ乾杯 の風景 が見 られ た。

当 日20:00～ 中国元史研究会 の理事 会が開催 され た。本年 は理事改選 が予定 されてお

り、理事会で はその具体 的な準備 が行 われ た よ うであ る。報告や コメン ト・司会 を控 え

て最終 の準備 に忙 しく、睡眠不足 のまま翌 日に臨む こ とになった。
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8月25日

7:00～ 朝食 、8:30～ 南 開大学 商学院において、開会式 が行 われた(司 会:南 開大学歴

史学院王暁欣教授)。 副学長 の朱 光嘉 教授及び歴 史学 院院 長の楊棟梁教授 による歓 迎の

言葉 が述べ られ た後 、Fk美 彪(中 国元史学会栄誉会長 ・中国社会科学 院栄誉学部委員 ・

近代史研究所研 究員)の 講話が あった。 藥氏は 中国元史研究会 の会 長 を長 く務 めたが、

諸事情 か ら1990年 以降北京 を離れた こ とがな く、元史研 究会 の関連学会 にも、2009

年 に北京で開催 され た 「紀念 元大都 国際学術研討会」を除いて参加 され ることが なか っ

た。久 しぶ りに北京 を離れ 、氏の 出身大学 であ る南 開大学 にい らした ことを大変喜んで

お られ た。そ して、陳垣 ・韓儒林 らに よ り元史研究が始 まった1930年 代 を振 り返 り、

そ の当時 の学 問が現在のモ ンゴル ・元代史研 究の基礎 と してや は り重要 であるこ とを述

べ られた。 また、1980年 に元史研究会 が発 足 して以来、南京大学 な どを中心 に全国的

な研究集会 が開催 され るよ うにな った が、その よ うな場 において学 問について語 り合い、

お互 いに意 見 ・評価 を しあ うこ とで学 問の レベル を高めてい くこ との重要性 を指摘 され 、

これ までの南開大学 ・南京大学 の努 力 を称 え られた。ついで、Yuan-ChuLam(劉 元珠)

(ウ ェル ズ リー大学東ア ジア言語文学部教授)が 挨拶 され 、台湾 出身 でアメ リカで教鞭

を執 る氏が 中国の元史研 究会 に最後 に参加 した1986年 と比較 し、元 史研 究の規模 が拡

大 し、 と りわ け、女性の若 手研 究者が 多数参加 してい ることに感慨 を述べ られた。

最後 に、中国元史学会の現会長 であ る李 治安(南 開大学歴 史学院教授)が 、南 開大学

が中心的に関わ った2009年 の 「"元上都 与元代社会"学 術研討会 」 と比較 し、今 学会

の特色 を3点 にま とめた。① 規模 が大 きいこ と。130余 名 の報告者 が報告 し、その内容

も多彩 であ る。②発表 の質 が向上 した こと。今 回の学会で は論 文の本文 も しくは提要 を

6月 までに送付 す るこ とが求 め られ 、質の高い発表 に期待す るこ とが通 知 され ていた。

実 際に資料に載 せ られた論文 は79本 、提要 は27本 で、以前 の学会 で見 られた あま り

学術 的ではない発表 がほぼ排 除 され てい るこ とが明 らかだ った。③ 主要テーマ を 『至正

条格 』・黒城 出土文書 な どの新 出文書 ・金石資料 と限定 した こ と。 これ らの資料 は数年

前 か ら元史研 究 にお ける重要資料 と して注 目を集 めて きた が、これ らを特集 した こ とが

今 回の学会 の特長 であ り、約50本 が これ らに関す る発 表で あった,,こ れ ら3点 の特色

を生か した学会 が成功 に終 わ るよ うに祈念 し、また、藥美彪 、陳得芝(南 京大学歴史学

系教授)、周清樹(内 蒙古大学蒙古学院教授)ら 老大 家の臨席 に感謝 の辞 を述べ られ た。

事務 連絡 として 、学会 日程 の変 更 ・翌 日の張北へ の移動及び 報告論文 の締切が10月 末

日で あるこ と(の ち11.月 末に変更)等 が司会 よ り伝 え られ 、 開会式 は終 了 した。 その

後 、商学院 の入 口で記念撮影 が行 われた。

9:20予 定 よ り20分 早 く本 会議(総 会)の 学術報 告が始ま り、6人 が報 告を行 った。

今 回の学会 では、すべての報告 にひ と りず つ コメンテー ター が割 り当て られ、15分 の

発 表時 間(分 科会 では10分)と5分 の コメン ト時間が設定 され ていた。
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学術報告 の冒頭 は、陳得芝 「1989年 山西臨扮発 現的蘇 公式墓誌」(評 論人:洪 金富)

で、石刻 を特集 す る本学会 の冒頭発表 に相応 しい もの であった。陳氏 は この墓誌 を、大

蒙 古国時代 に関す る 『元史』等 資料の欠 を補 い、先撫 軍及び元朝 ・キプチャク=ハ ン国

の往 来等に関す る貴重 な情報 を提供す るもの として紹介 され た。次の洪 金富(中 央研究

院歴 史語 言研 究所教授)「 史語所蔵遼金元石刻拓片評介」(評 論人:周 清樹)で は、最近

上梓 された 『中央研 究院歴史語言研究所蔵遼金石刻拓本 目録』(同 所,2012)を 初 め とし

た 台湾 の中央研 究院歴 史語 言研 究所(史 語 所)に お け る金石資料調 査 の歴 史 を、1950

年代 に遡 って紹介 され 、史語所所蔵拓本 の意義 を説 明 された。コメンテー ター の周教授

が 、台湾 の書籍 ・研 究が大陸では手 に入れ にくく、日本滞在 時に手 に入れ られ た と語 ら

れ た ことが、た いへ ん印象深 かった。銚大力(復 旦大 学歴 史学系教授)「 元郷試如何確

定上貢 人選及其次第 」(評 論人:李 治安)は 静嘉堂文庫所蔵 『新刊類編歴 挙三場文選』

の内容 を、おそ らく初 めて制度 的に詳細 に分析 した研 究で あ り、元代科挙 の具体 的な実

施状況 を明 らか に した大 作であ る。魏堅(中 国人 民大 学歴 史学院教授)「 蒙古 高原石彫

人像 的淵源 与羊群廟石彫 人像研 究」(評 論 人:薄 音湖)は 、考 古学的な見地か ら、モ ン

ゴル 時代 の石 人の分析 について、近年調査 が進 んだ 羊群廟(元 上都 遺跡 西北35キ ロ)

を中心に概説 された。Ts.Minjin(査 ・敏吉徳 ・モ ンゴル科学アカデ ミー講 師)「 元朝加

盟 国司法制度伝 統」(評 論人:特 木勒)は モ ンゴル帝国治 下の法律伝 統 につい ての報告

で あったが、モ ンゴル 国にお ける元 史研究 をめ ぐる環境 ・条件 を考 え させ るものであっ

た。 四 日市康博(早 稲 田大学 中央ユー ラシア歴史文化研 究所招聰研究員)「 黒水城 出土

官文書 中的波斯 文再考」(評 論人:烏 云高娃)で は、黒城(ハ ラホ ト)出 土文書 中のペ

ル シア文 につ いて、吉 田順0・ チ メ ドドル ジ編 『ハ ラホ ト出土モ ンゴル文書の研究』(雄

山閣、2008)に お け る磯 貝健 一 ・矢島洋0両 氏 に よる解読 を補 正す る とともに、 四 日

市氏 が主催す る 「モ ンゴル 期多言語複合文書研究」を紹介 し、そ こで研 究が進 むアル ダ

ビール文書 との比較 を行 った。氏 の発表 は、資料研 究の最新成果 を紹介す る質 の高い発

表 であったが、日本語 での発表 で通訳者 が翻訳 しきれ ない ところも多 く、内容 の詳細 を

理解 できる参加 者が どの くらい いたか と考 え ると、少 し残念で あった。

12:30～ 昼食 ・休憩 、14:30～ 分科会が始 まった。本 学会で は、 「元代金石碑刻及 びそ

の他 資料 の研 究」・「黒城 出土文書 ・至正条格及 び 関連 問題 の研究 」・「元代 の 国家 と社

会」・「チンギス=カ ン と13、14世 紀 の中国」 とい う4つ の分科会 が設 け られ 、それ ぞ

れ の分科会 が第1～4セ ッシ ョンに分 け られ 、5～6本 の報告 ・コメ ン トが行われた。こ

こでは、石刻研 究 と最 も関連す る 「元代金石碑刻及び その他 資料の研 究」にお ける発 表

につ いてま とめ る。

【第1セ ツシ ョン(司 会:高 栄盛 ・四 日市康博)】

・趙華 富(安 徽大学)「 従清康煕年 間国子監啓聖祠発 現的元碑看元代 的取士之制 」(コ メ

ンテー ター(以 下 同 じ):申 万里)

・呉志 堅(漸 江図書館)「 欧陽玄的 《天馬賦》」(許 守 混)
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・櫻井智美(明 治大学)「 元代 的岳濱祭 祀:以 済 岳濱廟祭祀為 中心」(不 在)

・楊 暁春(南 京大学)「 読新 中国出土元代墓志校 《元史》相 関列伝」(毛 海 明)

・許守眠(台 湾成功大学)「 元代 山東 平原 県廟学建設的個案分析」(櫻 井智美)

・劉 中玉(中 国社会科学院歴史研究所)「 蒙元前期仏道 之争 下全真教 図像 志的建構」(向

正樹)

【第2セ ツシ ョン(司 会:韓 志遠 ・櫻 井智美)】

・任崇 岳(河 南省 社会科学院)「 従碑刻 看河南省的維吾爾人」(魏 堅)

・渡辺健哉(東 北大学)「 《経世大典輯本》 中元代 礼儀 的相 関史料」(周 蓋)

・趙文旦(山 東師範大学)「 元代 的章丘張氏」(趙 一兵)

・陳波(南 京大学)「 元史訂補 二題:兼 論 元人碑伝文字 的諌墓 与曲筆 」(劉 中玉)

・魏亦楽(南 開大学)r《 国朝文類》元刻諸板本雑 考」(陳 波)

・李嶺(内 蒙古師範大学)「 天元 二年"永 昌等処行枢密 院断事 官印"践 」(醇 嘉)

報告 内容 は石刻資料 を利用 した基礎 的研 究か ら、石刻資料 と典籍資料 の対 比を行 な う

ものな どに加 え、書誌学的 な資料研 究 も含 まれていた。金石資料 が普遍 的かつ一般 的な

研 究対象 として定着 し、石刻研究 が十分に成熟 して きた様子 が うかがえた。コメン トも、

資料 の利用状況の好転 を指摘 し、それ を利用 す るこ とが新 しい見解 を導 く方 法であ るこ

とや 、そのよ うな細かい点 にも配慮 した研 究が求 め られ ることを指摘す る ものが多かっ

た。これまでの学会 と同 じであ るが、報告時間 の制 限か ら、セ ッシ ョン全 体での討論 の

時 間が とれ なかった こ とは残念で あった。参加者 が多 くて も全体討論 の時間を設 け るこ

とが、海外 を含 めた多 くの元史研究者 が集 う意 味では ないのか とい う疑 問 も聞かれた。

18:00～ 歓 迎宴会 、あち こちで 中国風 の乾杯 の声 が聞かれ、私 た ちも主催者 であ る南

開大学 の先生方 にお礼 を 申し上げた。20:00～ 元史研 究会理事の改選 を行 な う会員総 会

が 開かれた。まず、2007年 広州 にお ける改選以 降の元史研 究会 の活 動が総括 され、2008

年 「慶賀葉美彪先生八十華誕"元 代 民族 与文化"国 際学術研 討会」(甘粛省蘭州 市)、2009

年 「"元上都与元代社会"学 術研 討会」(内蒙 古 自治 区シ リンゴル盟 、元上都遺跡)、2010

年 「元代杭州研 究論壇 」(漸 江省杭 州市)、2011年 「"元後期政治与社会"学 術研討会」

(安徽省阜 陽市)及 び今 回の学会 開催 、『元史論叢』 第11～13輯 の出版 、各種研究資

金へ の応募成果な どについて言及 され た。今 後の活動方針 としては、会員が増加 してい

る状況 を うけ、会員 相互の連絡 を よ り密 に して、大学 院生な どの研 究活動全般 にも有益

になるよ うに、また、研究会 と しての よ りよき学習 ・研究 の伝統 を引き継 いでい けるよ

う努力す るこ とが確 認 され た。 その後 、新理 事三十数名 について信任 投票 が行 なわれ 、

候補者全員が新理 事 に就任 す るこ とに決 定 した。

8月26日

6:55大 型バス三台 に分乗 し、匪高花 園酒 店 を出発。 天津 よ り北京へ 向かい、北京 は

市 内を経 由せずに、六環路 を東 に回 り、八達嶺 高速 を北上 した。途 中渋 滞 に巻 き込 まれ
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たた め、11:30に 到着す る予 定が大幅に遅れ た。14:22張 北南IC通 過。14:37張 北県政

府 招待所で昼食。15:34に 宿泊先 の宏昊假 日大酒店 に到着。スケ ジュール の変 更が告 げ

られ 、 この 日の晩 に見学す る予 定だった元 中都博物館 の参観 は翌 日に、分科会 は16時

か らの開始 、報告 時間 も10分(評 論時間3分)に 短縮 された。

【第3セ ッシ ョン(司 会:陳 有和 ・渡辺健哉)】

・向正樹(大 阪大学)「 忽必烈朝期海上勢力 的個別研 究一"楊 庭壁 平冠記"和 相 関資料

的分析 」(陳 波)

・趙一兵(呼 和浩特職 業学院)「 《元史》有 関輩 昌江氏記載辮正 六則 」(劉 暁)

・..(南 開大学歴 史学院)「 元代義兵考述」(毛 海 明)

・毛海 明(北 京大学歴 史学系)「 張易史事新証 」(葛 仁 考)

・陳璋(復 旦大学歴 史系)「 元奉 直大夫南 陽屯 田副総管 張謙 墓誌銘考釈 」(不 在)

・葛仁考(邪 台学院)「 元代"釦 鹿 県廟学碑"考 釈 」(楊 暁春)

【第4セ ツシ ョン(司 会:同 上)】

・張紹華(南 開大学歴史学 院)「 《経世大典》 纂修人員補考」(渡 辺健哉)

・李広沢(洛 陽市文物管理 局)「 従洛 陽元代寺 院碑刻看 当地文化的復興 」(不 在)

・何啓龍(香 港東華 書院)「 元代蒙訳漢式 占 卜術是源於 官刊暦書或 是民訳 占 卜書?一 以

外 蒙古WR刺 不u古 城 樺樹皮文書 為 中心」(不 在)

・干月(北 京大学歴 史学系)「 《漢訳本 〈史集 ・部族 志 ・乃蛮伝〉校 正》」(魏 曙光)

・周 蓋(広 東省社 会科学院)「 《朱子家礼》真偽 問題傍 証」(洪 麗 珠)

・高建国(内 蒙古大学蒙古学研 究 中心)「 《南村 輻耕 録》 与 《広 客談 》」(不 在)

報告 内容 は第1、 第2セ ッシ ョンと同様 に、石刻 資料 を活用 した もの、モ ンゴル国

Xarbuxyn(R刺 不睾)Balgasで 発 見 され た 白樺文書 を利用 した研 究等 の報告が行われ

た。第1、 第2セ ッシ ョンのま とめで も述 べてい るよ うに、石刻 資料 に関す る研究は こ

こで も多か った。 とくに博士生 は、一つ の石刻資料 に注 目し、そ こに注釈 を付 してい く

といったス タイルの研究 がみ られ た。 また、『集史』 の漢 語訳 の一部 につい て再検討 を

加 えた干月氏の報 告 は、2010年4～6.月 に北京で行 われた 、中国社 会科学院 ・北京大学 ・

北京 師範 大学の教員 と大学院生 に よるペル シア語 史料の 「読書班 」に参加 した際 の成果

だ とい う。南開大学、南京大学 に続 き、今後 は北京大学 に多 くの人材が集 ま り、モ ンゴ

ル 時代 史研 究の中心 とな ってい くことを予感 させ た(後 述)。

19:00～ 歓迎宴会。 張北県 の政府 関係者 、元 中都博物館 の館 員等 がホス トとなって、

地元 の 白酒 「千年 中都 」もふ るまわれ 、賑や か な宴会 となった。博物館 の李 映虹館長が

すべ てのテーブル を回 りなが ら、参加者 か ら注がれ る 白酒 を次 か ら次へ と飲み干 してい

く様子 に驚 か され た。

8,月27日

6:55ホ テル発。 張北 か ら東 北 に進 んで、一路チ ャガ ンノール(河 北省沽源県)を 目
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指す。9:27チ ャガ ンノール(=白 海)を 見渡せ る草原 に到着(こ こが大宏城)。 あちこ

ちで記念撮影 をす る様子が見 られた。9:44同 所発。9:51小 宏城遺跡 に到着 。 ここがチ

ャガ ンノール行 宮で ある。低層の城壁 が ほぼ完全 に残 ってお り、中央部 に城壁 とほぼ同

じ高 さのマ ウン トが形成 されてい る。車 中で配布 された調査図では中心閣に比定 されて

い る。地表 には瓦や レンガの破 片が散 らばっていた。10:40同 所発。11:27:杭 版楼 に

到着。 一辺 が約10mの ほぼ正方 形で高 さ約9mの 建物で 、屋根は ドー ム状 になってい

る。1999年 の調査 で楼 内の地 下か ら元墓 が発 見 された。11:57同 所発。13:57招 待所 に

到着、のち昼食 。14:47同 所発。予定 よ りも40分 遅れて15:10か ら学術報 告 が開始 さ

れた。

李治安 「元呉澄八 思 巴字宣勅 文書初探」(評 論人:張 帆)は 、 日本 の宮内庁書 陵部 に

蔵 され る明刊本 『臨川呉文正公集』巻末 に残 されたパ スパ文字で書かれ た11件 の命令

文 に注釈 を施 し、検討 を加 えた もの。2007年10月 、 日本滞在時 に 自ら閲覧 した成果 に

も とつ くとい う。 王顛(聾 南大学古籍研究所 教授)「 一脛川 近」(評 論人:王 明孫)は 、

遼 ・金代の 「涼 脛」 が金代の 「金蓮川」、元代 のチ ャガ ンノール と同 じ土地 であ ること

を述べ た。 王 明篠(台 湾 中国文化大学 史学 系教授)「 元 代幾種方志 中的官職 問題 初探」

(評論人:高 栄盛)は 、『至正金 陵新 志』『延 祐 四明志』等の五種 の地方志 に表 れ る官職

について分析 した。孟繁清(河 北 師範大 学歴史文化学院 教授)「 平江路税糧 考述」(評 論

人:趙 華富)は 、平江路の税糧 の規模 を、世祖か ら武宗 にいたる第一期、仁宗 か ら寧宗

にいた る第二期 、順帝 の第 三期 に分 けて関連す る史料 を列挙 していき、北方 に税糧 を運

ぶ基地 として平江 が重 要な場所 であった こ とを述べ る。劉暁(中 国社会科 学院歴史研 究

所研究員)「 元代瞭刑制度鯛議 」(評 論 人:銚 大力)で は、瞭刑 に関わ る 『元典 章』の条

文 を分析 した。現在 の 日本人研 究者 の大半 が こ うした制度研究 を敬遠 しつつ ある現状 を

考 える と、 日本人 も改 めて取 り組む必要 が あるので はないか と感 じた。孫継 民(河 北省

社会科学院研究員)「 黒水城文献所 見元代 粛政廉訪 司"刷 巻"工 作流 程」(評論 人:劉 暁)

は、『俄蔵黒水城 所 出 《宋 西北辺境軍政 文書》整 理与研 究』(中 華 書局、2008)や 『俄

蔵黒水城漢文非仏教 文献整理 与研 究』(北 京 師範大学 、2012年)の 著者 による黒水城 出

土文書 に関す る研 究。 文書末尾 に付 され る照刷(文 書 のチェ ック)に 関 して 、10件 の

文書 を もとに検討 した。楊潔(西 安碑林 博物館館員)「2009年 中国考古重要発 見元代劉

黒馬家族墓 」(評 論 人:趙 文坦)で は、西 安 出土 の劉黒馬 ・劉 元振 ・劉天傑 の墓 葬が紹

介 され た。す でに 『中国文物報』(2010年1.月15日)や 『2009年 中国重要 考古発現』

(文物 出版社 、2010年)な どで公表 され てい る事実 であ るが、出土文物や墓誌銘 につ

いての紹介 を行 った。ただ 、学会 資料には 「陳西地 区蒙元墓葬的発 現与研 究」と題 す る、

近 年発見が続 く陳西 地 区の元代 に 関す る 出土文物 を網 羅的 に紹介 した論考 が掲載 され

てい る。『文物』『中国文物報』等 に紹介 され てい るものは もちろん、『西安晩報 』な ど

日本 では入 手が難 しい と思われ る新 聞記事 まで紹介 して ある。写真 をふ んだ ん に盛 り込

んだパ ワ.___..ポイ ン トを利用 して の報告 であったた め、参加者 がデジタル カメ ラでス ク リ
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一 ンを撮影 していた
。西安 ・洛陽周辺 か らは階 ・唐 代の石刻 資料が陸続 と出土 し、整理

がな されてい る。これ と同 じペースで発 見 され るとは考 えにくいが、西安 の中心か ら周

辺部 に開発 が及ぶ ことで、モ ンゴル 時代 に関わ る新 たな資料が出現す る可能性 もあろ う。

王暁欣 「元公 文紙 印本史料初窺 宋刊元印本 《増修互注礼部駒略》紙背所存部分元代

資料 浅析 」(評 論人:孟 繁清)で は、上海 図書館 に所蔵 され る 『増修 互注礼部絢略』 の

紙背 に残 された元代 の土地 に関す る文書 が紹介 され た。

18:10～ 閉会式 が行われ た(司 会:張 北県副県長孫海英)。 まず 陳得芝(南 京大学歴史

系教授)が 簡 単な感想 と張北県への感 謝 を述べた。ついで元史研 究会会長 の劉迎勝(南

京大学歴史 系教授)が 今大会の総括 を行 った。まず、若 手の報告 が多 かった ことを述べ

たの ち、今 学会の特徴 として 「黒城 出土文書」 「石刻資料」 「考 古資料」 「文書」等 の新

出資料 を利用 した研究が多か った こ とを指摘 した。なかで も特筆す べ き研究 として、四

日市康博氏 の報告 と亦集 乃路 に関す るい くつ かの報告 を挙 げていた。最後 に李治安教授

に よる前 日に行 われた理事会の報告が あった。まず 前述 の選挙結果 を受 けた理事 の名前

が読み上 げ られ た。さらに、論文 につ いては これ か ら紙に よる出版 を控 えて電子版 を利

用 す る旨が述べ られた。その うえで以下の三点が討議 され た とい う。①修 士 ・博士 同士

で研 究テーマ の重 複 を避 け ること。② 元史研究会 が国家 か ら重 点項 目の指定 を受 け、特

に古籍 の整理 にカ を注 ぐことを 目指す 。③ 学術雑 誌 ・論 文集 の数 が多 いため、で きるだ

け質の高い ものを残 してい く、との ことであった。これ に続 き、張北県県長 の孫 暁函氏

よ り閉幕 の辞 が述 べ られ た。

19:00～ 宴 会開始。 この後 に博物館 の参観 が予 定 されてい るた め、アル コール は控 え

めに しなが ら食事 をとった。20:30ホ テル発。20:37元 中都博物館着 。本博物館 は2010

年12.月11日 に開館 した。近年 になって新 たに建設 され る中国の博 物館 の例 に もれず、

巨大な博 物館 であ るため、ゆっく りと見学 ができ る。博物館は 「元朝 の歴 史」 と 「元 中

都 の歴 史」 に関す る展示 を中心 としてい る。 中都遺跡 で出土 した ものが少 ないた めか、

元代 関係 の ものは複製 品が多か った。最大 の見所 は入 ロホールの左右 に整 然に並ぶ63

個 の漢 白石の蝸首 と、その 中心 に鎮座 す るガラスケースに収 め られ た蠕 首であろ う。ガ

ラスケースの蝸首 は、両手で地面 をつ かんで首 を持 ち上げてい る珍 しい造形 で、体 を支

え る腕 の力強 さを強調 した描 写が とて も印象的 であった。二階には 中都城 と巨大 な角楼

の復 元模型 が展示 されてい る。21:55博 物館発。22:00ホ テル着。

8月28日

7:20ホ テル発。7:41中 都 遺跡到着。筆者(渡 辺)は 、2009年8月 と2011年9.月 に

続 く三度 目の訪 問 となるが、これ まで よ りも遺跡 の復元作業が進ん でいた ことに驚 か さ

れ た。中心閣 の基壇 の一部 を レンガで覆 う作業 が昨年 よ りも進 展 していた。そ して昨年

までは遺跡 の真 ん中 を斜 めに貫いていた道路 の舗装 が完全 に剥が され ていた。おそ らく、

宮城 の南門 を遺跡 の入 口と して、そ こか ら中心閣 にいた る直線の道路 が計画 されてい る
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の であろ う。 ただ宮城 を取 り囲む城壁 は以前 と変わ らぬ様子 で残 され てい る。9:05同

所発。ここで天津 と北京 に向か うバス にそれぞれ分かれ た。筆者 の乗 るバス は張家 口駅

で何人 かを降車 させ たのち北京 に向か った。12:43北 京市地下鉄13号 線西二旗 駅着。

各 自ホテル に向か う。

むすびにかえて

最後 に、本学会 に参加 した感想 を簡単 にま とめてお く。

まず 、南 開大 学 と南京 大学 の博 士生(日 本 の博士課程生)の 数 の多 さに驚 か された。

特 に南 開大学 の勢 いを感 じた。現今 の 中国において、李治安 ・王暁欣教授 の薫陶 を受 け

た学生 が、各 地の大学や研 究機 関に数 多 く就職 しているこ とか らもその勢いが うかがえ

る。ついで増 えてい くであろ うと予想 され るのが、張帆 ・党宝海教授 の指導す る北京 大

学 の博士生 であろ う。南開大学 と北京大学 との交流 も盛 んな よ うで、南開大学の博士生

であった馬 暁林氏 は博 士号 を取得 した のち、北京大学 張帆教授 の もとで博 士後(=日 本

の 日本学術振 興会特別研究員[PD]に 相 当)と して引き続 き研究 を行 うとい う。 国 を

挙 げて博 士生～研究者 を育成 してい くシステ ムが整備 されつつ ある現状 を感 じた。

また、す でに幾度 も指 摘 されてい る ことではあ るが、日本 人が 自らの研究成果 をいか

に発信 してい くのか とい うこ と、また それ と関連 して、どの よ うに した ら外国人 に読ん

で もらえるのか、とい うこ とは改 めて考 えなけれ ばな らない と感 じた。日本人の研 究が

注 目され る理 由 として、外 国人で あるか らこそのアイデ ア=着 想 と、す でに言われ続 け

てい る史料 の精緻 な読 み込 みが挙 げ られ るだろ う。ただ しこ うした点 については、前述

した博 士生を含 めた研 究者 の数 の多 さと、それ に伴 う研 究者 の能力の 向上 によ り、いず

れ勝負 できな くなってい くので はないか とい う危惧 を感 じた。

どの よ うにすれ ば解 決す るのか、即座 に解答 が見 つか るよ うな性格 の ものではない。

た とえば、こち らか ら情報 を細やか に発信す ること、そ して 中国 ・台湾 ・欧米 の研究状

況 を丁寧 に収集 し分析す るこ と、そ して外 国人研 究者 との共 同研究 な どがた ち どころに

思 い浮 かぶ。とまれ 、この課題 は これ か ら常 に意識 し続 けてい かなけれ ばな らない と感

じた。

なお、今 回の学会 で報 告 された 内容 は 『元 史論叢』 第14輯 に掲載 され、刊行 され る

予 定になっている。

【付記 】

今 回の学会では、李治安先生 、王 暁欣 先生、そ して醇嘉先生 をは じめ とした南 開大学 、

そ して張北県の関係者 の方 々には大変 お世話 になった。特 に我 々が外 国人 とい うことも

あ り格別 な ご配慮 をいただい た と思 う。末尾 なが ら記 して感 謝 申 し上 げたい。

(さ くらい さとみ 明治 大学、わた なべ けんや 東北大学)
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